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１
９
７
９
年
１
月
１
日
に
発
効
し
た

「
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
と
中
華
人
民
共
和

国
と
の
間
の
外
交
関
係
樹
立
に
関
す
る

共
同
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
」。「
ア
メ
リ
カ
合
衆

国
は
、
中
華
人
民
共
和
国
政
府
が
中
国

「
国
際
的
軍
事
衝
突
の
危
険
を
減
少
さ

せ
る
こ
と
を
願
望
す
る
」「
双
方
は
、」

「
米
中
関
係
の
正
常
化
は
、
中
国
及
び

ア
メ
リ
カ
の
人
民
の
利
益
に
合
致
す
る

の
み
な
ら
ず
、
ア
ジ
ア
と
世
界
の
平
和

に
貢
献
す
る
も
の
と
信
ず
る
」
旨
の
共

同
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
各
項
も
「
文
化
交
流
を

主
と
し
た
新
し
い
日
台
関
係
の
構
築
」

を
目
的
に
設
立
の
日
本
李
登
輝
友
の
会

Ｈ
Ｐ
で
確
認
可
能
。

　

更
に
は
「
先
制
核
不
使
用
宣
言
」
な

ら
ぬ
「
核
容
認
」
の
「
広
島
ビ
ジ
ョ

ン
」
を
被
爆
地
で
発
し
た
「
先
進
７
か

国
首
脳
会
議
」
も
「『
一
つ
の
中
国
』

政
策
を
含
め
、
台
湾
に
対
す
る
Ｇ
７
の

基
本
的
立
場
に
変
更
は
な
い
」
と
「
首

脳
宣
言
」
で
改
め
て
言
明
。

「
台
湾
有
事
」
を
殊
更
に
喧け
ん
で
ん伝
す
る
米

国
は
、「
一
つ
の
中
国
」
の
「
唯
一
の

合
法
政
府
」
は
中
華
人
民
共
和
国
だ
と

「
法
の
支
配
に
基
づ
く
国
際
秩
序
を
守

り
抜
く
」
Ｇ
７
頭と
う
り
ょ
う領
と
し
て
認
め
続

け
る
自じ
か
ど
う
ち
ゃ
く

家
撞
着
に
陥
っ
て
い
ま
す
。

　

１
９
７
１
年
10
月
25
日
に
国
際
連
合

総
会
で
可
決
の
、
日
本
で
は
「
ア
ル
バ

ニ
ア
決
議
」
で
知
ら
れ
る
２
７
５
８
決

議
。
採
決
に
先
駆
け
、
安
全
保
障
理
事

会
常
任
理
事
国
の
み
を
中
華
民
国
側
が

辞
退
し
、
国
連
で
の
議
席
は
守
る
「
二

重
代
表
制
決
議
案
」
を
米
国
は
提
出
す

る
も
表
決
に
付
さ
れ
ず
賛
成
76
・
反
対

35
・
棄
権
17
・
欠
席
３
で
「
中
華
人
民

共
和
国
政
府
の
代
表
権
回
復
、
中
華
民

国
政
府
の
追
放
」
が
確
定
。

「
賛
成
多
数
」
も
「
法
の
支
配
に
基
づ

く
デ
ュ
ー
プ
ロ
セ
ス
」
に
他
な
ら
ず
。

V
ol.112

「
し
な
や
か
な
是
々
非
々
」

で
、
中
国
＆
台
湾
「
両
地
域
」
に
精
通

す
る
外
務
省
の
垂た
る
み
・
ひ
で
お

秀
夫
・
在
中
国
大

使
が
「『
台
湾
有
事
』
は
起
き
な
い
」

と
看
破
の
講
演
を
再
録
し
た
所
以
。

　

１
９
５
３
年
イ
ラ
ン
、
１
９
７
３
年

チ
リ
、
１
９
８
３
年
グ
レ
ナ
ダ
、
更
に

は
バ
ラ
ク
・
オ
バ
マ
が
告こ
っ
か
い解
し
た
２
０

１
４
年
ウ
ク
ラ
イ
ナ
等
々
、「
政
権
転

覆
」
常
習
犯
の
米
国
が
、
イ
ラ
ク
＆
ア

フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
「
体ク

・

デ

タ

制
転
覆
」
戦
争
の

失
敗
か
ら
一
向
に
学
ば
ず
「
台
湾
有

事
」
も
切
望
す
る
な
ら
、「
共
同
コ
ミ

ュ
ニ
ケ
」
を
是
認
す
る
や
否
や
、
そ
の

表
明
こ
そ
「
法
の
支
配
に
基
づ
く
」

政ポ
リ
テ
ィ
カ
ル
・
コ
レ
ク
ト
ネ
ス

治
的
妥
当
性
の
第
一
歩
で
す
。

「
同
じ
考
え
の
国
だ
け
が
同ど
う
き
ん衾
す
る
Ｇ

７
サ
ミ
ッ
ト
は
自ひ
と
り
よ
が
り

慰
行
為
」。
マ
レ
ー

シ
ア
の
マ
ハ
テ
ィ
ー
ル
・
ビ
ン
・
モ
ハ

マ
ド
元
首
相
は
５
月
24
日
、
日
本
外
国

特
派
員
協
会
で
喝
破
。
核
戦
争
回
避
の

御
題
目
に
実
効
性
を
齎も
た
ら
し
た
い
な
ら

ロ
シ
ア
、
中
国
、
北
朝
鮮
、
パ
キ
ス
タ

ン
、
イ
ス
ラ
エ
ル
等
「
核
保
有
国
」
と

非
核
保
有
国
も
含
め
て
核
兵
器
廃
絶
の

具
体
的
手
段
を
議
論
す
べ
き
だ
と
。

　

Ｇ
20
議
長
国
を
務
め
、
日
米
豪
印
ク

ア
ッ
ド
、
中
国
・
ロ
シ
ア
主
導
の
上
海

協
力
機
構
Ｓ
Ｃ
Ｏ
に
も
加
盟
す
る
イ
ン

ド
の
ナ
レ
ン
ド
ラ
・
モ
デ
ィ
首
相
。
中

国
の
習
近
平
国
家
主
席
。
文
字
通
り

「
グ
ロ
ー
バ
ル
サ
ウ
ス
」
を
牽
引
す
る

ブ
ラ
ジ
ル
の
ル
イ
ス
・
イ
ナ
シ
オ
・
ル

ー
ラ
・
ダ
・
シ
ル
ヴ
ァ
大
統
領
。
更
に

は
再
選
さ
れ
た
ト
ル
コ
の
レ
ジ
ェ
ッ

プ
・
タ
イ
イ
ッ
プ
・
エ
ル
ド
ア
ン
大
統

領
。
端た
ん
げ
い倪
す
べ
か
ら
ざ
る
イ
ン
ド
ネ
シ

ア
の
ジ
ョ
コ
・
ウ
ィ
ド
ド
大
統
領
。

「
戦
争
・
紛
争
こ
そ
最
大
の
公
共
事

業
」
と
嘯う
そ
ぶく
米
国
が
頭
領
の
Ｇ
７
「
北

風
排
除
外
交
」。「
同
調
圧
力
」
を
受
け

流
す
戦
略
的
自
律
の
イ
ン
ド
と
「
韜と
う
こ
う光

養よ
う
か
い晦
」
中
国
が
企
て
る
地
球
儀
俯
瞰

「
太
陽
融
和
外
交
」。
彼ひ

我が

の
違
い
は

明
々
白
々
で
す
。

「
半
導
体
の
勝
者
」
台
湾
と
の
交
易
を

巧
み
に
や
れ
ば
良
い
の
に
居
丈
高
に
中

国
に
喧
嘩
を
売
り
、
米
国
内
の
み
な
ら

ず
国
外
を
も
「
分
断
社
会
」
化
す
る
ジ

ョ
ー
・
バ
イ
デ
ン
。
阿あ
ゆ
つ
い
し
ょ
う

諛
追
従
・
曲
き
ょ
く

学が
く
あ
せ
い

阿
世
な
黄
昏
ニ
ッ
ポ
ン
。『
北
斗
の

拳
』
ケ
ン
シ
ロ
ウ
の
至
言
「
お
前
は
も

う
死
ん
で
い
る
」
を
援
用
す
れ
ば
「
お

前
は
既
に
負
け
て
い
る
」
の
よ
。

の
唯
一
の
合
法
政
府
で
あ
る
こ
と
を
承

認
す
る
。
こ
の
範
囲
内
で
、
合
衆
国
の

人
民
は
、
台
湾
の
人
民
と
文
化
、
商
業

そ
の
他
の
非
公
式
な
関
係
を
維
持
す

る
」
と
明
言
し
て
い
ま
す
。

★
次
号
７
月
号
の
発
行
日
は
６
月
30
日（
金
）で
す
。

「お前は既に負けている」


